
今野敏徳先生を偲んで

　2024年 12月 1日に今野敏徳先生がご逝去された。2022年
8月に咽頭がんが見つかり通院されていたが，2024年 8月の
猛暑で熱中症になって倒れられ，9月に入院された。最後は，
ご本人の強い希望もありご自宅で迎えられたという。
　今野先生は，1939年 8月 1日，東京浅草の鳥越神社の近く
で生まれ，大塚に引っ越された。終戦後，疎開先の新潟から
戻った大塚は一面の焼け野原であったという。都立小石川高
等学校（定時制）を卒業後，医学を目指された時期もあったが，
1961年に東京水産大学に入学された。大学院（水産増殖学専
攻）では「タイドプールにおける海藻の遷移とそれに伴う生
産量の変動について」の研究により修士号を取得し，同大学
の助手として採用された。
　今野先生は海藻の生態や増殖に関する研究と学生指導に専
念されてきた。「文部省特定研究，海洋生物群集の総合的研究
JIBP/PMセクション」で海藻群落の生産力（1967～ 1970年），
「農林水産生態系における汚染物質の循環と指標生物に関する
研究」（東海区水産研究所・南西海区水産研究所・水産大学
校）で潮間帯生物の変動とその指標性に関する研究（1972～
1976年），「文部省科学研究費補助金（総合研究 A）藻場（ガ
ラモ場）の生態の総合研究」で藻場群落の構造と遷移に関す
る研究などの共同研究にも参画され，1984年に論文「漸深帯
海藻群落の構造と群落形成過程に関する実験的研究」を北海
道大学に提出し，理学博士号を取得された。1989年，琉球大
学助教授兼任の後，第 31次南極地域観測隊（夏隊）に参加さ
れた。南極での海藻採集や潜水は一番の思い出となっていた。
　今野先生は分類学者ではなかったが，スナビキモク，ヒラ
ネジモクとアズマネジモクの 3種の新種記載に貢献された。
このうちスナビキモクは千葉県鴨川市太海が原標本の産地で，
波打ち際の砂に洗われる岩盤に生えていた。以前にも少なか
らぬ海藻学者が本種の標本を残していたが，新種としたのは
海藻と砂との関係を調べていた先生の慧眼であった。
　今野先生は，恩師の片田實先生の海藻の生活型分類を出発
点として，海藻と環境因子（波浪・光量，着生基質の安定度・
傾斜度，砂の影響など）との関係を綿密に研究した。今野先

生の業績では，海藻の帯状分布が遷移過程を反映しているこ
とを示した海藻植生構造図が有名である。しかし，初期に発
表された大型海藻の水平・鉛直分布図も大型海藻と環境因子
の基本的な関係をシンプルに示し，現在もその基本的な考え
方が人工島護岸の環境創造計画などに使われている。
　今野先生が直接指導された学生はそれほど多くはない。最
初の院生が中嶋で，今も漁業者と共に「水産増殖の現場」で，
磯焼け対策を行っている。学生時代，千葉県小湊の東京水産
大学実習場で 3年間潜水し，ホンダワラ属 11種の成長・成熟
を観察した。話好きの今野先生と食堂で酒も飲まずに夜遅く
まで議論し，同宿者から不思議がられていた。実習場では今
野先生はシケ男と噂されていた。ある日の昼過ぎに急に海が
荒れ始めた。「そろそろ先生が来る？」と言ったら，案の定，
実験場の坂を下ってくる今野先生の姿が見えてきた。それで
も実習場で自炊していた学生達は，今野先生が毎回持参され
るベーコンの塊を持ち望んでいた。
　東京水産大学の実習場は 1984年に小湊から坂田に移った。
そこで 2人目の院生となったのが河西で，大学院修了後は千
葉県の水産職に勤務し，今は全国豊かな海づくり推進協会で
藻場関連の業務を担当している。今野先生は学部 1年時の資
源増殖学科の助言教官で，ほとんどお酒を嗜まないのに学生
と一緒に卓を囲み，誰にでも優しかった。静かだが明朗なお人
柄に惹かれ，今野先生が主担当だった藻類学実習にも参加した。
学部から修士まで坂田の海藻群落の構造を研究し，ライン設定
から手取り足取り今野先生の御指導を頂いた。潜水にも同行し
て教えて頂いた藻場調査手法は今も頭に染み込んでいる。
　他の学生は卒業研究にとどまったが，他学科に籍がありな
がら先生の講義・実習を受け，今野先生の誠実なお人柄に魅
かれて指導を仰いだ学生もいた。上野は海洋生産学科の学生
であったが，資源育成学科の今野先生のもとで，潮間帯転石
場で生活型毎の海藻の被度や出現頻度を卒論にまとめ就職し
た。その後，出向先の会社でバイオ研究に従事したのがきっ
かけで筑波大学の修士課程を経て東京海洋大学の博士課程に
進学し，緑藻 Protothecaに関連した博士号を取得した。現在
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は帝京科学大学の教壇に立っている。
　今野先生は他大学から他研究室に進学した学生にも気さく
に声をかけられ，研究のきっかけをもらった学生もいる。芹
澤（松山）和世博士（山梨大学教育学部水圏植物学研究室協
力研究員）は茨城大学から東京水産大学の大学院に進学した
が，なかなかテーマが決まらなかった。しかし，今野先生の
お声がけにより水生生物研究会（今野先生が顧問）の学生と
ともに小湊実験所に同行させてもらい，カイゴロモと出会え，
博士論文に繋がったという。
　後任の藤田が赴任してまもなく，今野先生がひょっこりと
研究室を訪ねられた。北海道大学大学院生の頃より学会で言
葉を交わしていたが，「藤田さん，今野です。私がいた時と同
じ配置で部屋を使われているんですね。」とにこやかに挨拶を
いただいた。藤田の赴任当初の学生たちは藤田の講義や実習
を受けずに研究室に入ってきたが，今野先生が行われていた
講義や実習のおかげでフィールド好きな学生が集まり，大い
に助けられた。当時の学生に今野先生の訃報を伝えると，「挨
拶するとにこやかで朗らかな笑顔で返して下さった」「いつ
もジャケットでおしゃれにしていて，一見寡黙だが話しかけ
たらいろいろと話してくれた」と回想していた。今野先生は，
若い頃はヨットが趣味で，ヨットをシェアーし相模湾のセー
リングを楽しまれていた。退職後は，東海大学海洋科学部の
非常勤講師や国立科学博物館のボランティアをされていた。
科博では奥様が毎週土曜にガイドをされていたが，今野先生
も毎週日曜に行かれて海藻サークルの指導などをされていた。
様々な付き合いができて楽しかったようで，飲んで帰られた
こともあったという。
　今野先生の研究生活は千葉県小湊の磯に人工タイドプール
を掘ることから始まり，空気ボンベを担いで 1 mの塩ビパイ
プ（目盛り棒）を片手に藻場内を悠然と泳ぎ，千葉県坂田実
験場，京都府網野，新潟県粟島ほか日本各地，そして遥か南
極まで海の中を見てこられた。今野先生は，海藻の生き様を
人間の言葉に変換する名通訳であった。

　最後は奥様からいただいた手紙の文で締めくくりたい。「定
時制から大学へと苦学しましたが，総じて友人に恵まれ，い
い人生だったと思います。いろいろお世話になりました。」
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